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 私達、両名は小沢一郎氏の政治資金規正法違反を審査した東京第五検察審査会関係者を偽計業務妨害等で昨

年 7月 8日に刑事告発していました。その結果、先月の 27日、東京地検の不起訴処分の通知を受け取りまし

たが、それを不服とし、東京検察審査会に審査申立てを行う予定でいます（「処分通知書」については添付資

料を参照）。 

さて、この告発は被告発人に東京検察審査会の事務局関係者を含んでおり、審査が公正に行われるかどうか

を危惧しており、審査申立てにあたっては公正性を担保するため、下記の４点を要望したいと思います。つき

ましては、ご検討の上、1月 24日までにその具体的な措置について代表者宛、回答されますよう、よろしく

お願い致します。 

なお、この事件については、いまだ市民の関心も高く、この審査申立ても注目を集めているところから、「要

望書」ならびに事務局の「回答書」については公開されますのでその旨、あらかじめ申し添えておきます。 

 

記 

１．当該事件を審査する審査会の指定 

刑事告発した偽計業務妨害の内容には、「小沢一郎氏を審査する審査会はあらかじめ東京第五検察審査

会と決められていた」というものを含んでいます。このため、本件を審査する審査会が事務局側で決定さ

れることについては非常に抵抗があります。本来、東京検察審査会内であればどの審査会で審査しても法

的にも事務処理上も問題はないと思われますので、審査する審査会を申立人で指定できるよう要望します。 

 

２．被告発人等関係者の排除 

被告発人等関係者（「処分通知書」の被疑者を参照のこと）が今なお、東京検察審査会内に勤務してい

るとなれば、それだけで審査の公正性が損なわれることになります。審査終了までは審査会事務局や関係

資料が保存されている部署への関係者の立ち入りを禁ずるよう要望します。 

 

３．関係資料の廃棄処分の一次凍結 

今後、廃棄が予定されている東京第五検察審査会に係る資料について、廃棄処分の一次凍結を要望しま

す。また、東京地方裁判所に送付された「口座振込申出書」および旅費の「請求書」についても、廃棄し

ないよう要請をお願いします。 

 

４．審査会長専用キャビネットの設置 

 この審査申立てについては審査会の持つ調査権を使って審査会で独自に調査するよう要望するつもり

です。審査会が独自で調査した資料を事務官等が審査会長不在時に勝手に閲覧できないよう、審査会長専

用キャビネットの設置を要望します。 

 

以上 


